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　今年は戦後 60 年、と同時に日露戦争の日本海海戦が勃発
し、ポーツマス条約により終結した 1905 年（明治 38 年）
から 100 年となる。萩との関係では、対馬海峡での海戦の
砲声が沿岸に響き、見島・須佐の海岸にはロシア兵が漂着し
た。海に突き出た崖の上に建つ見島宇津の観音堂には、海戦
で使用されたという砲弾が置かれている。（今年 12 月 27 日
までは、萩博物館で展示中）
　近代日本史の中でも大きなターニングポイントになった日
露戦争当時、政界・軍部首脳は萩出身者で占められ「長州の
天下」と呼ばれていた。100 年の節目に、萩と日露戦争との
特別な関係に思いを馳せようと、10 月に萩ものがたりシリー
ズとして「萩と日露戦争」（一坂太郎著）を刊行する。

日露海戦の砲弾

▲宇津観音に置かれた砲弾（高さ50㎝）

秋のイベント情報
萩おみやげ博物館オープン
萩出身者と市長の懇話会
萩の竹フィンランド展［中津嘉和］
ふるさとの樹Ⅱ［草野隆司］
ズームアップ［松野俊男］
インタビュー［大庭政雄］
旬の味覚便り「アカカマス」
秋の果物セレクション

見島の宇津観音



　

今
年
は
山
口
〜
萩
間
を
往
復
す
る

コ
ー
ス
で
、
市
内
を
散
策
す
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
の
コ
ー
ス
に
日
本
海
眺

望
笠
山
コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。

と　

き　

９
月
10
日
（
土
）・
11
日

（
日
）
午
前
７
時
30
分
〜

主
会
場　

▽
１
日
目
山
口
市
亀
山
公

園　

▽
２
日
目
萩
城
跡
指
月
公
園

参
加
資
格　

体
調
が
良
く
健
康
な
方

（
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料　

大
人
２
０
０
０
円
、
中
高

校
生
５
０
０
円
、
小
学
生
以
下
無
料

※
１
日
参
加
の
場
合
も
同
額　

●
問
い
合
わ
せ　

萩
市
企
画
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
２
）

　

萩
沖
で
と
れ
た
新
鮮
な
海
の
幸

や
、魚
の
つ
か
み
取
り
な
ど
。
ま
た
、

萩
・
阿
武
地
区
８
つ
の
道
の
駅
が
地

元
素
材
で
使
っ
た
『
ま
る
ご
と
特
産

道
の
駅
弁
当
』
が
即
売
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

10
月
９
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ　

萩
し
ー
ま
ー
と
、
山
口
は

ぎ
水
産
物
地
方
卸
売
市
場

内　

容　

鮮
魚
の
即
売
、
代
表
ブ
ラ

ン
ド
剣
先
イ
カ
の
お
刺
身
無
料
試

食
、
魚
の
つ
か
み
取
り
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ　

萩
市
水
産
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
６
２
４
）

　

日
本
最
古
の
栽
培
種
と
い
わ
れ
る

古
代
米
・
赤
米
の
収
穫
祭
で
す
。

と
き　

10
月
９
日（
日
）午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

須
佐
駅
前

内　

容　

60
㎏
の
俵
レ
ー
ス
、
赤
米

に
関
連
し
た
特
産
品
販
売
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ　

萩
市
須
佐
総
合
事

務
所
経
済
課

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
９
）

　

鬼
ヨ
ー
ズ
の
制
作
、
凧
揚
げ
大
会

と　

き　

10
月
15
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
、
16
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

見
島
ダ
ム
公
園
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ　

見
島
観
光
協
会

（
０
８
３
８
・
２
３
・
３
３
１
１
）

と　

き　

10
月
９
日
（
土
）
〜
10
月

10
日
（
月
・
祝
）
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

萩
博
物
館
ほ
か

内　

容　

▽
９
日
各
ブ
ー
ス
展
示

（
実
験
シ
ョ
ー
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
工
作
教
室
、
活
動
紹
介
な

ど
）　

▽
10
日
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
ツ
ア
ー
「
萩
再
発
見
」

●
問
い
合
わ
せ　

萩
博
物
館

（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

　

都
市
や
地
域
の
景
観
な
ど
に
つ
い

て
、
フ
ラ
ン
ス
と
情
報
交
流
を
行
い

ま
す
。

と　

き　

10
月
29
日
（
土
）
午
後
１

時
〜
、
30
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

萩
市
民
館
ほ
か

内　

容　

▽
29
日
パ
リ
・
ソ
ル
ボ
ン

ヌ
大
学
学
長
ジ
ャ
ン
・
ロ
ベ
ー
ル
・

ピ
ッ
ト
氏
に
よ
る
講
演
ほ
か　

▽
30

日
市
内
町
探
索
、
作
家　

森
ま
ゆ
み

氏
に
よ
る
講
演
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ　

萩
市
ま
ち
な
み
対

策
課（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
２
３
８
）

イベント満載！
秋風とともに
やってきます

萩
・
山
口
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

　３年前から新しくブランド化が進められている「萩の竹」。
この竹を使ったイベントで、竹灯が夜の萩の城下町を照らし
ます。
と　き　10月１日（土）〜10日（月・祝）午後６時〜９時
ところ　萩城城下町、萩博物館周辺
内　容　１日：オープニングセレモニー（火入れ）ほか
　　　　８日：郷土芸能披露ほか
●問い合わせ　萩市観光課（０８３８・２５・３１３９）

今年初開催

　手頃な価格のものも多く置
かれています。この機会にま
とめ買いされてみてはいかか
ですか。
と　き　10月７日（金）〜10
日（月・祝）　午前９時30分〜
午後５時30分
ところ　田町商店街
内　容　萩焼の即売、萩焼若
手作家展示会、特産品即売
●問い合わせ　萩商工会議所

（０８３８・２５・３３３３）

萩
・
魚
ま
つ
り

須
佐
・
赤
米
フ
ェ
ス
タ

全
国
凧
サ
ミ
ッ
ト

〜
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
に
集
う
、

に
ほ
ん
じ
ゅ
う
の
博
物
館
〜

〜
身
近
な
お
た
か
ら
を

将
来
の
世
界
遺
産
へ
〜

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

日
仏
景
観
会
議
・
萩

萩
往
還
を
歩
こ
う
！

北
浦
最
大
の
お
魚
イ
ベ
ン
ト

赤
米
の
収
穫
祭

見
島
に
集
え
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ッ
セ
２
０
０
５

２
０
０
５

萩・田町 萩焼まつり

萩・竹
ちく

灯
と う ろ

路物語
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こ
れ
ら
の
店
舗
は
、
商
店
街
の
活

性
化
を
目
指
す
べ
く
、
商
店
街
の
店

主
ら
14
人
で
設
立
し
た
「（
有
）
じ
ー

る
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
萩
」（
柏
木
弘
義

社
長
）
が
空
き
店
舗
対
策
事
業
の
適

用
を
受
け
て
開
店
し
た
も
の
。

　

商
店
街
は
現
在
、
60
店
舗
の
う
ち

20
店
舗
が
空
い
た
ま
ま
。
空
き
店
舗

対
策
事
業
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

解
消
し
よ
う
と
国
、
県
、
市
の
補
助

を
受
け
て
設
け
た
。
補
助
金
は
総
額

１
０
０
０
万
円
。

　
（
有
）
じ
ー
る
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
萩

の
役
員
で
も
あ
る
山
下
時
計
店
の
山

下
成せ
い
い
ち一
さ
ん
（
西
田
町
・
44
歳
）
は
、

「
田
町
商
店
街
で
は
、
空
き
店
舗
の

中
に
観
光
型
の
商
店
を
入
れ
て
い

く
、
観
光
ミ
ッ
ク
ス
型
の
商
店
街
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
観
光
客
の
方
だ

け
で
は
な
く
、
地
元
の
方
々
に
も
お

越
し
頂
け
る
よ
う
な
食
材
や
工
芸
品

を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

　

そ
の
第
一
号
店
で
あ
る
「
萩
お
み

や
げ
博
物
館
」
は
吉
田
町
通
り
に
面

し
た
商
店
街
入
口
、
元
の
神
戸
屋
が

あ
っ
た
ビ
ル
の
１
階（
20
坪
の
面
積
）

に
あ
る
。
萩
市
内
の
メ
ー
カ
ー
50
数

社
に
声
を
か
け
、
か
ま
ぼ
こ
・
地
酒
・

地
ビ
ー
ル
・
萩
焼
・
醤
油
・
味
噌
・

菓
子
類
・
工
芸
品
な
ど
萩
の
特
産
品

ば
か
り
を
取
り
揃
え
て
あ
り
、
ま
さ

賑
わ
い
が
あ
り
、

楽
し
い
街
で
あ
り
た
い

○
野
村
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

合
併
に
よ
り
広
大
な
面
積
を
抱
え

る
新
・
萩
市
が
誕
生
し
、
観
光
だ
け

で
な
く
、
農
林
水
産
業
も
中
心
産
業

と
な
り
ま
し
た
。
次
代
の
地
域
を
担

う
若
者
達
が
こ
の
第
一
次
産
業
に
取

り
組
み
、
あ
る
い
は
新
た
に
起
業
さ

れ
る
な
ど
に
よ
り
、
新
市
の
未
来
を

築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
懇
話
会
で
は
、
萩
出
身
の

先
達
と
し
て
、
各
界
に
お
い
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
方
か
ら
お
知
恵

を
借
り
、
ご
意
見
を
求
め
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

萩
市
は
、
今
秋
か
ら
、
東
京
都
、
大
阪
府
、
福
岡
市
に
野
村
萩
市
長
ら
が

出
向
い
て
、
三
大
都
市
圏
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
萩
出
身
の
企
業
家
や
経
営

者
と
意
見
交
換
す
る
「
萩
ま
ち
づ
く
り
推
進
懇
話
会
」
を
始
め
ま
す
。

 　

こ
の
懇
話
会
で
は
、
野
村
市
長
ら

市
の
ト
ッ
プ
が
各
地
で
出
席
者
と
テ
ー

マ
を
絞
り
込
ん
で
懇
談
し
ま
す
。
各
種

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
萩

の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
に
つ
な
げ

た
い
考
え
。
テ
ー
マ
は
、
企
業
誘
致
や

農
林
水
産
特
産
物
の
販
路
開
拓
、
ネ
ッ

ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
充
、
中
心
商
店
街
の

空
き
店
舗
対
策
、
定
住
対
策
、
観
光
振

興
な
ど
。

　

出
席
者
は
10
人
以
内
に
限
定
。
３
人

程
度
を
募
集
し
、
あ
と
は
地
元
等
か
ら

の
推
薦
に
よ
り
人
選
し
ま
す
。

　

会
場
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
メ
ン

バ
ー
で
10
〜
11
月
に
１
回
目
の
会
合
を

開
催
し
、
テ
ー
マ
に
関
す
る
現
状
把

握
と
課
題
整
理
を
行
い
、
２
回
目
の
会

合
ま
で
に
具
体
的
な
提
言
・
提
案
を
レ

ポ
ー
ト
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、

来
年
２
〜
３
月
に
２
回
目
の
会
合
を
開

き
、
具
体
的
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

　

我
が
ふ
る
さ
と
萩
が
い
つ
ま
で
も

魅
力
あ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、

市
長
と
一
緒
に
将
来
の
萩
に
つ
い
て
語

り
合
い
ま
せ
ん
か
。

■
応
募
方
法　

９
月
15
日
ま
で
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
連
絡
先

を
記
入
の
う
え
（
用
紙
不
問
）、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
。

■
申
込
み
先　

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５

萩
市
総
合
政
策
部
企
画
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
２
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
８
・
２
５
・
３
４
２
０

E
メ
ー
ル　

kikaku@
city.hagi.

yam
ag.uchi.jp　

　
　
　
　

東
京
・
大
阪
・
福
岡

萩
出
身
者
と
野
村
萩
市
長
が
懇
話
会

募
集

に
お
み
や
げ
博
物
館
。　

　

二
号
店
で
あ
る
萩
焼
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
北
國
堂
」
は
市
内
の
萩
焼
作
家
の

作
品
を
展
示
販
売
し
て
い
る
。
10
月

に
は
三
号
店
の
竹
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
、

11
月
に
は
四
号
店
の
田
町
市
場
（
萩

地
物
市
場
）
と
し
て
市
内
で
採
れ
た

青
果
物
の
販
売
を
予
定
。

　
「
当
商
店
街
は
、
江
戸
時
代
に
お

い
て
は
毛
利
公
の
参
勤
交
代
の
御
成

道
と
し
て
栄
え
、
後
に
商
家
が
立
ち

並
ぶ
通
り
と
し
て
長
い
間
、
地
域

の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
大
型
店
の
進
出
、
後

継
者
問
題
等
で
衰
退
し
、
現
在
で
は

人
通
り
の
少
な
い
通
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
度
の
「
萩
お
み
や
げ
博

物
館
」
は
、
新
た
な
方
向
性
の
第
１

歩
で
す
。〈
賑
わ
い
が
あ
り
、
楽
し

い
街
で
あ
り
た
い
〉
こ
の
こ
と
が

我
々
の
思
い
で
す
」

■
萩
お
み
や
げ
博
物
館　

東
田
町
13

（
０
８
３
８
・
２
６
・
５
３
３
９
）

営
業
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

■
北
國
堂　

東
田
町
58

（
０
８
３
８
・
２
２
・
７
３
３
３
）

営
業
時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

空き店舗が目立ってきている萩市田町商店街に、７月 29
日「萩おみやげ博物館」が、８月６日には萩焼ギャラリー

「北
ほっこくどう

國堂」がオープンしました。

萩おみやげ博物館
オープン！

観光ミックス型商店街として
田町商店街が生まれ変わります

▲山下成一さん
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「
涙
松
跡
」
の
石
碑
が
あ
る
こ

の
街
道
は
参
勤
交
代
な
ど
に
よ
り

多
く
の
人
馬
が
通
行
す
る
、
今
の

山
陰
山
陽
を
結
ぶ
国
道
の
役
割
を

果
た
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
旅
か

ら
帰
る
者
は
萩
の
城
下
が
望
め
る

こ
の
松
の
下
で
、
ま
た
旅
に
出
る

も
の
は
見
納
め
に
な
る
城
下
に
涙

し
た
。
そ
の
た
め
「
涙
松
」
の
名

前
を
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
松
が
世
の
注
目
を
浴
び
る

の
は
、
幕
末
に
維
新
の
志
士
達
が

頻
繁
に
駈
け
抜
け
る
中
、
安
政
の

大
獄
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
安
政
６

年
５
月
、
江
戸
へ
護
送
さ
れ
る
吉

田
松
陰
が
「
帰
ら
じ
と　

思
い
定

め
し　

旅
な
れ
ど　

ひ
と
し
お
ぬ

る
る　

涙
松
か
な
」
と
詠
ん
で
か

ら
で
あ
る
。

　

そ
の
涙
松
は
松
陰
先
生
を
見

送
っ
た
約
10
年
後
に
枯
れ
た
。
今

あ
る
松
は
本
当
の
涙
松
で
は
な
い

も
の
の
人
々
は
愛
着
を
込
め
て
涙

松
と
呼
ん
で
い
る
。
25
年
前
ま
で

は
６
本
も
の
大
木
が
茂
り
壮
観
な

光
景
で
あ
っ
た
が
、
松
枯
れ
な
ど

に
よ
り
２
本
を
残
す
の
み
と
な
っ

た
。
樹
齢
は
２
４
０
年
、
幹
周
り

は
4.2
ｍ
、
樹
高
は
30
ｍ
以
上
に
な

る
。

　

樹
木
医
と
し
て
最
初
の
診
断
は
、

こ
の
松
の
倒
木
防
止
処
置
を
施
す

こ
と
で
、
今
で
は
ワ
イ
ヤ
ー
に
よ

り
結
束
さ
れ
て
い
る
。

ふるさとの樹Ⅱ

　ジェトロ（日本貿易振興会）の
ジャパンブランド海外販路開拓事業
として萩の竹デザイン展が、萩商工
会議所主催、ジェトロ山口の協力で
フィンランドのヘルシンキで開かれ、
オープニング行事などに参加してき
ました。
　デザイン展は世界的に評価の高い
フィンランドデザイナーと萩の竹の
出会いによる竹製品の試作展示で、
新しい竹製品の開発に着手 OK、家
具類をはじめとする生活用品の試作
品およそ 60 点が展示されました。
　オープニングレセプションが行わ
れた 8 月 18 日は、経済産業省中小
企業庁からジャパンブランド育成支
援事業に採択されている萩商工会議
所の刀禰勇会頭が「日本で一番豊富
で質のよい萩の竹とフィンランドの
優秀なデザインとのコラボレート
により竹改革を行いたいと思います。
昨年、東京パークタワーで１か月間
作品展を開催し、好評を博しました。

本日はその一部を展示していますが、
フィンランドの作家の皆様には里帰
りの展示であり、竹という抗菌性の
ある素材を今からどんなかたちで発
展させていくか期待がかけられてい
ます」と挨拶しました。
　オープニングセレモニーにはお
よそ 300 人のマスコミ、バイヤー、
芸術大学、美術館関係者らが集まり
明治維新の革命を主導した萩の町か
らのメッセージに大きな拍手を送っ
ていました。
　式にはジェトロヘルシンキ事務所
長の岩井政之さん、フィンランド日
本大使館公使の長崎輝章さんらも顔
をみせ、岩井さんは「竹という日本
人にとってシンプルな素材とシンプ
ルな洗練されたデザインで有名な
フィンランドデザインの組み合わせ
のアイディアが素晴らしい。竹は日
本では環境問題にもなっているので、
こういった問題が解決され新産業と
して萩の雇用につながり、さらに

ジャパンブランドとして輸出できれ
ば価値あるプロジェクトになる」と
絶賛していました。
　長崎輝章公使も「９月からは中部
国際空港からのヘルシンキ便が増え、
ヨーロッパへの最短地点としてのヘ
ルシンキがクローズアップされる。
北欧へのルートは今後ますます増え、
文化交流が深まることでしょう」と
胸ふくらましています。
　思えば、戦後ドイツとともにオリ
ンピック復帰が認められた大会はヘ
ルシンキでした。日本とヘルシンキ
はともに戦争のためオリンピックを
返上したり、開催不能になる歴史を
持っています。8 月上旬、世界陸上
選手権大会を開催したばかりのヘル
シンキ、8 月とはいえ日の入りが夜
の 10 時ちかく、バルト海の冷たい
風と抜けるような空の深さは「ヘル
シンキ　ああ　ヘルシンキ　夏過ぎ
ぬ」でした。

ヘルシンキで開く
「萩の竹デザイン展」視察記

松
陰
ゆ
か
り
の
ク
ロ
マ
ツ「
涙
松
」

樹木医　草野隆司

萩の竹デザイン展賑わう会場萩の竹デザイン展賑わう会場

▲
高
さ
72
ｍ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

　

タ
ワ
ー
か
ら
望
む
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
街

萩ケーブルネットワーク
制作部顧問　中津　嘉和

萩市椿笠屋

８月19日▷９月11日
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私
が
こ
の
愛
知
県
江
南
市
に
移
転

し
ま
し
た
の
は
昭
和
46
年
の
春
で
し

た
。

　

名
古
屋
の
駅
か
ら
名
鉄
犬
山
線

に
乗
り
20
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、

木
曽
川
の
左
岸
で
愛
知
県
の
最
北
に

な
り
ま
す
。
木
曽
川
の
右
岸
は
岐
阜

県
各
務
原
市
と
な
り
ま
す
。

　

木
曽
川
の
土
手
に
立
て
ば
と
て
も

雄
大
で
自
然
の
美
し
い
広
々
と
し
た

景
色
を
見
渡
せ
ま
す
。

　

愛
知
県
全
体
と
し
て
み
れ
ば
ト
ヨ

タ
を
中
心
に
自
動
車
産
業
が
盛
ん
で

ホ
ン
ダ
、
三
菱
、
ス
ズ
キ
と
中
部
圏

に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
工

作
機
械
メ
ー
カ
ー
も
集
ま
り
、
自
動

車
産
業
の
好
景
気
の
恩
恵
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
特
に
今
年
は
中
部
国
際

空
港
の
開
港
と
愛
・
地
球
博
の
愛
知

万
博
の
開
催
で
、
と
て
も
活
発
な
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
お
祭
り
騒
ぎ
が
決
し
て
好
き

な
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
不
思

議
と
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
縁
が
あ
り
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
は
東
京
に
、

大
坂
万
博
の
時
は
大
阪
に
、
そ
し
て
、

愛
知
万
博
の
時
に
は
こ
の
愛
知
県
に

住
ん
で
お
り
ま
す
。
大
阪
万
博
の
時

に
結
婚
し
翌
年
転
職
と
同
時
に
江
南

市
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

　

愛
知
県
に
き
て
10
年
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
を
し
、
37
才
の
と
き
に
（
株
）
マ

ツ
ノ
シ
ス
テ
ム
（
旧
マ
ツ
ノ
メ
タ
ル

モ
ー
ル
ド
）
を
独
立
開
業
し
現
在
に

至
り
ま
す
。

　

ま
た
、
弟 

（
松
野
龍
司
） 

が
萩
焼

の
創
作
活
動
を
し
て
い
ま
す
の
で
そ

の
協
力
を
得
て
９
年
前
に
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
く
れ
い
」
と
い
う
萩
焼
の
店
を

こ
の
江
南
市
で
開
き
妻
（
久
美
子
） 

が
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
時
は
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
わ
が

社
も
苦
し
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、

２
年
前
か
ら
空
港
や
万
博
の
恩
恵
で

し
ょ
う
か
周
囲
の
会
社
の
設
備
投
資

も
積
極
的
に
な
り
順
調
に
き
て
お
り

ま
す
。

　

50
の
手
習
い
と
い
う
こ
と
で
始
め

た
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
も
12
年
と
な
り

ま
す
。
年
を
と
っ
て
始
め
た
た
め
に

と
て
も
上
達
が
遅
い
の
で
す
が
、
若

者
た
ち
（
下
は
小
学
生
）
と
一
緒
に

な
り
習
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
高
校
生
活
ま
で
を
萩
で
過
ご

し
、
思
い
出
と
す
れ
ば
子
供
の
頃
の

こ
と
ば
か
り
で
す
。

　

小
学
生
の
低
学
年
の
頃
は
明
倫
小

学
校
の
周
辺
は
小
川
と
蓮
田
ば
か
り

で
、
兄
と
フ
ナ
を
よ
く
捕
り
に
い
き

ま
し
た
。
蓮
田
の
間
を
流
れ
る
小
川

に
足
を
滑
ら
せ
は
ま
り
そ
う
な
と
こ

ろ
を
、
兄
に
手
を
つ
か
ま
れ
助
か
っ

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
小
川
の
き
れ

い
な
水
の
流
れ
を
今
で
も
思
い
出
し

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
萩
の
思
い
出
は
自
然

と
遊
び
、
そ
の
中
に
居
た
自
分
の
姿

を
思
い
浮
か
べ
る
ば
か
り
で
す
。
夏

休
み
前
に
な
る
と
明
倫
小
学
校
か
ら

歩
い
て
、
菊
ヶ
浜
の
海
へ
泳
ぎ
に
行

く
水
泳
教
室
が
あ
り
ま
し
た
。
松
林

を
抜
け
砂
浜
に
立
っ
て
み
た
朝
の
海

の
眺
め
は
と
て
も
静
か
な
凪
で
美
し

い
海
で
し
た
。

　

夕
方
に
な
る
と
空
一
面
真
っ
赤
に

夕
焼
け
に
染
ま
り
太
陽
が
大
き
く

な
っ
て
海
の
中
に
静
か
に
沈
ん
で
い

き
、
水
平
線
が
薄
暗
く
な
り
漁
船
の

明
か
り
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
点
く
様
子
を

友
達
と
浜
崎
の
波
止
場
の
岩
に
座
っ

て
な
が
め
て
い
た
こ
と
。

　

夜
に
は
友
達
を
誘
っ
て
菊
ヶ
浜
に

行
き
、
砂
浜
に
寝
こ
ろ
ん
で
星
を
眺

め
、
夜
空
一
面
に
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
の
星
と
天
の
川
に
寝
転
が
っ
た
身

体
を
包
ま
れ
、
流
れ
星
を
見
つ
け
て

喜
ん
で
い
た
こ
と
が
今
で
も
鮮
明
に

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

青
い
海
、
海
に
浮
か
ん
だ
島
々
、

太
陽
の
下
の
砂
浜
、
緑
の
山
、
真
っ

白
な
雲
、
透
き
通
っ
た
川
の
水
、
そ

ん
な
萩
の
自
然
の
美
し
さ
、
そ
ん
な

自
然
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
そ
し
て

大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
名
古
屋
の
友
達
を
萩
に
連
れ

て
行
っ
た
と
き
は
史
跡
だ
け
で
な
く

必
ず
子
供
の
と
き
に
遊
ん
だ
萩
の
自

然
の
中
に
も
案
内
し
て
い
ま
す
。
都

会
で
は
体
験
で
き
な
い
自
然
と
の
身

近
な
ふ
れ
あ
い
が
沢
山
残
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

昭
和
18
年
９
月
９
日
、
萩
市
浜
崎

町
生
ま
れ
。

　

子
供
は
３
人
の
男
ば
か
り
で
す
、

今
は
そ
れ
ぞ
れ
で
生
活
し
て
お
り
、

家
に
は
京
都
生
ま
れ
の
女
房
と
２
匹

の
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
犬
と
の
生
活
を
楽

し
ん
で
い
る
62
歳
の
お
爺
さ
ん
で
す
。

［
現
住
所
］　

愛
知
県
江
南
市
高
屋
町

旭
１
９
４
‐
１　

㈱
マ
ツ
ノ
シ
ス
テ
ム
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

く
れ
い

ズーム
アップ

㈱
マ
ツ
ノ
シ
ス
テ
ム 

代
表
取
締
役

松
野
俊
男
氏

（
愛
知
県
在
住
、
萩
市
浜
崎
町
出
身
、

昭
和
37
年
萩
高
校
卒
、
62
歳
）

萩
の
自
然
の
美
し
さ
、
そ
ん
な
自
然
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に

そ
し
て
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

私
の
近
況

萩
の
思
い
出

萩
へ
の
一
言

中央のアルトサックスが松野俊男氏。月に２回のレッ
スンと年に１回の発表会、そして毎日の練習がストレ
スを解消するために大いに役立っております。
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アカカマス

剣花坊を熱く語る大庭政雄さん

　

井
上
剣
花
坊
と
の
出
会
い
は
そ
れ

ほ
ど
古
い
話
で
は
な
く
、
平
成
５
年

頃
の
こ
と
。
も
と
も
と
自
分
は
、
ガ

チ
ガ
チ
の
建
設
技
術
屋
で
、
文
芸
の

世
界
に
は
お
よ
そ
縁
遠
か
っ
た
の
で

す
が
、
親
戚
の
勧
め
で
昭
和
55
年
に

萩
川
柳
会
に
入
会
、
平
成
５
年
に
は

同
会
の
会
長
と
な
り
ま
し
た
。
川
柳

界
の
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
る
井
上
剣

花
坊
が
何
と
萩
出
身
、
こ
ん
な
著
名

な
文
化
人
を
萩
が
輩
出
し
て
い
た

の
だ
と
正
直
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
当

時
、
市
民
で
こ
の
こ
と

を
知
っ
て
い
た
人
は
ほ

と
ん
ど
い
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
萩
と
い
え

ば
明
治
維
新
一
本
槍
で

し
た
が
、
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
文
化
人
が
い
た
、

そ
の
こ
と
を
萩
市
民
は

も
ち
ろ
ん
、
日
本
全
国

に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と

強
く
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
井

上
剣
花
坊
の
墓
の
あ
る

姉
妹
都
市
・
鎌
倉
市
や

　

秋
の
訪
れ
と
と
も
に
グ
ン
グ
ン
成

長
し
て
食
べ
頃
に
な
る
の
が
カ
マ

ス
。
萩
沿
岸
の
防
波
堤
や
島
廻
り
に

沢
山
回
遊
し
て
い
て
、
一
潮
ご
と
に

ど
ん
ど
ん
成
長
し
、
脂
の
乗
り
も
良

く
な
っ
て
き
ま
す
。
萩
で
水
揚
げ
さ

れ
る
カ
マ
ス
は
「
ア
カ
カ
マ
ス
」「
ヤ

マ
ト
カ
マ
ス
」
の
２
種
類
。
価
格
が

安
い
の
は
、
ヤ
マ
ト
カ
マ
ス
で
、
20

㎝
〜
25
㎝
の
中
小
型
が
中
心
、
初
期

に
は
15
㎝
弱
の
エ
ン
ピ
ツ
サ
イ
ズ
も

沢
山
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
ア
カ
カ
マ

ス
も
標
準
サ
イ
ズ
は
25
㎝
程
度
で
す

が
、
中
に
は
35
㎝
を
越
え
る
大
型
も

水
揚
げ
さ
れ
、
こ
ち
ら
は
希
少
価
値

も
あ
っ
て
堂
々
の
高
級
品
。
こ
の
サ

イ
ズ
の
ア
カ
カ
マ
ス
、
地
元
で
は
は

刺
身
で
食
べ
ま
す
。
脂
の
乗
り
が
良

く
歯
応
え
も
思
っ
た
よ
り
し
っ
か
り

し
て
い
て
美
味
。
た
だ
し
、
新
鮮
な

も
の
に
限
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
は
産

地
だ
け
の
特
権
。

　

カ
マ
ス
と
い
え
ば
、
姿
の
ま
ま
の

塩
焼
き
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
。
30
㎝
を
越

え
る
大
型
で
新
鮮
な
も
の
は
、
お
刺

身
も
お
勧
め
。
15
㎝
程
度
の
小
型
カ

マ
ス
を
使
っ
た
和
風
マ
リ
ネ
も
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
料
理
法
で
、
し
か

も
格
安
。
作
り
方
も
簡
単
、
唐
揚
げ

に
し
た
カ
マ
ス
を
レ
タ
ス
・
玉
ね
ぎ
・

人
参
・
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
野
菜
と
一

緒
に
、
お
醤
油
系
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

で
和
え
る
だ
け
。
２
度
揚
げ
す
る
こ

と
で
骨
ま
で
食
べ
ら
れ
不
足
し
が
な

ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
い
っ
ぱ
い
、
野
菜

も
一
緒
に
摂
れ
て
健
康
に
も
グ
ッ
ド
。

　

カ
マ
ス
の
選
び
方
は
、
体
表
に
ツ

ヤ
と
ハ
リ
が
あ
る
こ
と
、
眼
が
澄
ん

で
い
る
こ
と
。
刺
身
・
塩
焼
き
用
に

は
な
る
べ
く
大
型
を
。

　

カ
マ
ス
は
開
き
干
し
も
美
味
。
も

と
も
と
身
が
柔
ら
か
い
お
魚
な
の

で
、
一
夜
干
し
に
す
る
こ
と
で
身
が

締
ま
っ
て
、
カ
マ
ス
独
特
の
味
わ
い

も
濃
く
な
り
ま
す
。
萩
で
作
ら
れ
る

カ
マ
ス
開
き
干
し
は
、
そ
れ
こ
そ
刺

身
で
食
べ
ら
れ
る
鮮
度
の
カ
マ
ス
を

材
料
に
し
て
い
る
た
め
、
味
は
折
り

紙
付
き
。
大
型
ほ
ど
脂
の
乗
り
が
良

く
、
身
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
る
の
で

お
勧
め
で
す
。

静
岡
県
下
田
市
の
川
柳
会
と
交
流
し
、

井
上
剣
花
坊
墓
前
法
要
句
会
に
も
出

席
し
た
り
し
ま
し
た
。
平
成
10
年
に

開
催
さ
れ
た
全
日
本
川
柳
山
口
大
会

（
全
国
各
地
か
ら
５
０
０
人
強
参
加
）

も
、
井
上
剣
花
坊
生
誕
の
地
と
い
う

こ
と
で
萩
で
開
催
、
そ
の
実
行
委
員

長
を
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
開
催
が
決
ま
っ
た
平
成

８
年
当
時
、
萩
に
は
井
上
剣
花
坊

の
句
碑
が
た
っ
た
ひ
と
つ
し
か
な
く
、

そ
の
句
碑
も
、
岡
山
の
川
柳
会
の
会

員
さ
ん
か
ら
「
句
碑
一
基　

建
て
よ

と　

萩
に
も
の
申
す
」
と
川
柳
で
皮

肉
ら
れ
て
建
て
た
も
の
。
こ
れ
で
は

開
催
地
と
し
て
の
面
子
が
立
た
な
い

と
一
念
奮
起
し
て
、
句
碑
の
建
立
運

動
に
走
り
回
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◀
大
型
の
ア
カ
カ
マ
ス
は
堂
々
の
高
級
品

◀開き干しも人気商品

格
安
小
型
カ
マ
ス
の
マ
リ
ネ
▼

萩 発
旬の味便り

井
上
剣
花
坊
顕
彰
会
会
長

大
庭
政
雄
さ
ん

（
堀
内
在
住
、
91
歳
）

インタビュー
〝
川
柳
中
興
の
祖
〟
剣
花
坊

は
、
萩
が
輩
出
し
た
偉
大
な

文
化
人

剣
花
坊
の
句
碑
建
立
運
動
に

奔
走
!!

大
型
の
ア
カ
カ
マ
ス
は
お
刺
身
で

小
型
を
使
っ
た
和
風
マ
リ
ネ

開
き
干
し
も
美
味

現
在
よ
う
や
く
17
基
、
来
年
秋
の
国

民
文
化
祭
（
川
柳
会
場
は
萩
市
）
ま

で
に
20
基
を
目
指
し
て
、
句
碑
の
設

計
や
ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
に
奔
走
し
て

い
ま
す
。
剣
花
坊
の
句
碑
は
萩
の
主

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
あ
り
、
市
民
や

観
光
客
の
皆
さ
ん
の
目
に
も
自
然
に

触
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
萩
が
明

治
維
新
に
象
徴
さ
れ
る
政
治
の
分
野

だ
け
で
は
な
く
、
文
芸
の
世
界
で
も

偉
大
な
人
物
を
輩
出
し
て
い
た
の
だ

と
い
う
こ
と
を
、
萩
市
民
、
そ
し
て

萩
を
訪
れ
る
方
々
に
感
じ
て
も
ら
え

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。（
談
）

★
お
知
ら
せ

　

大
庭
さ
ん
に
連
絡
す
れ
ば
剣
花
坊

の
句
碑
案
内
図
が
手
に
入
る
。

連
絡
先
０
８
３
８
・
２
２
・
４
３
２
９

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

大
正
３
年
１
月
萩
生
ま
れ　

明
倫

小
・
萩
中
を
経
て
、
南
満
州
工
業
専

門
学
校
に
て
建
築
工
学
を
学
ぶ
。
昭

和
10
年
南
満
州
鉄
道
㈱
に
入
社
、
昭

和
21
年
に
復
員
し
て
日
産
建
設
㈱
入

社
、
主
要
都
市
の
支
店
長
・
本
社
営

業
本
部
長
を
歴
任
し
、
昭
和
50
年
に

日
産
住
宅
㈱
の
常
務
取
締
役
就
任
、

昭
和
58
年
退
職
、
現
在
、
萩
土
建
㈱

非
常
勤
顧
問
。

　

㈳
全
日
本
川
柳
協
会
常
任
理
事
、

萩
川
柳
会
名
誉
会
長
、
井
上
剣
花
坊

顕
彰
会
会
長
、
菊
ヶ
浜
を
日
本
一
美

し
く
す
る
会
会
長
。
山
口
県
文
化
功

労
賞
・
全
日
本
川
柳
協
会
功
労
賞
な

ど
受
賞
多
数
。

剣花坊を熱く語る大庭政雄さん
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いよいよ実りの秋。梨・ぶどう・栗など秋の果物の美味し
い季節です。萩・阿武地区でも、美味しさと、安心安全に
こだわった地域自慢の果物がたくさん栽培されています。
今回は、これからシーズンを迎える秋の果物を、公開され
ているＨＰより抜粋して紹介します。なお、ここで紹介し
た果物は、表記のＵＲＬからインターネットで問合わせ・
取り寄せが可能です。

山口県最北端部の田万川平山台。堆肥と土壌改良材で
積極的に土作りを行い、有機質肥料で、糖度の高い梨
作りを行っています。また幸水梨は無袋栽培でサン幸
水として好評です。なお、梨の表面に 5 桁の数字を印
字、この番号により選果日・生産者が特定でき、より
安全安心に召し上がっていただくことができます。

【問合せ先】山口阿武農業協同組合（小川梨生産組合）
☎ 08388・2・0010
http://www.rakuten.co.jp/abrand/475653/589510/

山口県の北部に位置する阿武郡阿武町福賀。標高 350
ｍ〜 400 ｍの準高冷地で、地域の畜産と連携した堆肥
とアルギットを使用した土壌改良に取り組み、全農家 8
回〜 10 回のミネラル塩を葉面散布、食味・糖度にこだ
わった梨栽培をしています。生産履歴等の情報開示も実
施。赤梨と呼ばれる幸水・豊水・南水、そして青梨の代
表品種・二十世紀が中心。

【問合せ先】山口阿武農業協同組合（福賀梨生産組合）
☎ 08388・2・0010
http://www.rakuten.co.jp/abrand/475653/594636/

「西条柿」（渋柿）は古くから中国地方で栽培されている
歯ざわりの良い糖度の高い高級果物です。渋柿は、合わ
せ柿と言われ、渋柿の渋を抜いて食べます。この「脱渋」
により渋くて食べられないはずの渋柿が、甘柿と同じく
らいの甘さの柿に変わります。この柿には、ビタミンＣ
が 100 ｇ中に 55 ㎎、みかんの約 2 倍、カロチンは 100
ｇ中に 120 ㎎、みかんと同量で果物の中では優秀選手
です。

【問合せ先】山口阿武農業協同組合（紫福西条柿生産組合）
☎ 08388・2・0010
http://www.rakuten.co.jp/abrand/475653/495083/

平原台（萩市大字紫福平原）は標高約 150 ｍ
の台地で、もともとはクリ栽培をしていた農
場です。昭和 50 年にぶどう畑を造成し、現在
ではハウス巨峰・ニューピオーネ・アーリー・
ニューベリーＡ等の品種を栽培しています。と
にかく品質にこだわり、「日本一のぶどう」を、
と 8 戸の農家が丹精を込めて作っています。 

【問合せ先】平原台農業生産組合
☎ 0838・53・0242
http://www8.ocn.ne.jp/~hirabara/ 

福賀の

しぶきの西条

小川の

平原台の

山口県北部の田万川地区・須佐地区。堆肥と土壌改良
材で積極的に土作りを行い、有機質肥料で、大粒の栗
作りを行っています。また品種別出荷で、粒揃いの栗
を出荷します。品種は大粒の早生栗、甘味が強い中生
栗、大粒の晩生栗が中心。使用した肥料・農薬などの
栽培履歴の記帳と提出を会員全員で取り組んでいます。

【問合せ先】山口阿武農業協同組合（阿北栗部会）
☎ 08388・2・0010
http://www.rakuten.co.jp/abrand/475653/542096/

阿北の栗
梨

梨

柿ぶどう
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41
人
出
席
。
た
ち
ば
な
会
13

人
、
か
ら
た
ち
会
23
人
。
か
ら
た

ち
会
広
島
支
部
の
中
村
徳
治
支
部

長
（
30
年
卒
）
が
あ
い
さ
つ
の
中

で
支
部
長
の
交
代
を
提
案
。
次
期

支
部
長
に
藤
本
正
副
支
部
長
（
42

年
卒
）
が
選
任
さ
れ
た
。
来
年
4

月
に
は
商
業
と
工
業
が
統
合
さ
れ

る
。
現
在
の
在
校
生
は
今
ま
で
の

ま
ま
別
々
に
卒
業
し
、
新
1
年
生

か
ら
一
緒
に
な
る
。
か
ら
た
ち
会

　

32
人
出
席
。
開
催
日
を
昨
年
ま
で

の
日
曜
日
の
昼
を
、
今
年
か
ら
土
曜

日
の
夕
方
に
変
更
。
出
席
者
は
例
年

並
だ
が
、
新
し
い
人
、
若
い
人
が
増

え
た
。
秋
田
望
会
長
が
「
博
多
は
祇
園

山
笠
の
祭
り
一
色
、
博
多
の
夏
が
始
ま

る
。
こ
の
会
も
楽
し
く
愉
快
に
」
と
あ

い
さ
つ
。
な
お
、
７
年
間
務
め
ら
れ
た

九州指月会総会

秋
田
会
長
、
村

岡
副
会
長
、
事

務
局
の
井
上
秀

夫
氏
の
執
行
部

が
今
回
で
交
代

と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
新

事
務
局
は
廣
瀬

勝
彦（
39
年
卒
）

０
９
３
・
２
０

１
・
６
３
０
３

事
務
局
は
土
佐
岡
文
夫
（
43
年
卒
）
０
８
２
・
２
８
８
・
３
５
３
３

（
ワ
ー
ル
ド
電
商
）。
た
ち
ば
な
会
事
務
局
は
内
海
公
夫
（
47
年
卒
）

０
８
２
・
２
３
０
・
２
２
０
３
（
前
田
建
設
工
業
）

広島指月会総会
ホテルグランヴィア（広島市）

　

52
人
出
席
。

西
村
不
可
止

　

20
人
出
席
。
末
永
嘉
男
会
長
（
27
年
卒
）
が
「
東
海

指
月
会
は
今
年
が
25
周
年
、
い
ま
名
古
屋
は
中
部
国
際

空
港
、
愛
知
万
博
で
活
気
が
あ
る
。
心
に
残
る
一
期
一

会
と
な
る
よ
う
に
」
と
あ
い
さ
つ
。
山
下
萩
高
校
長
が

「
萩
高
校
は
小
さ
く
て
も
活
力
あ
る
学
校
、
生
徒
気
質

は
温
厚
、
素
直
、
受
身
」
と
あ
い
さ
つ
。
会
場
は
駅
ビ

ル
ホ
テ
ル
の
51
階
。
事
務
局
は
吉
岡
正
博
（
41
年
卒
）

０
５
６
６
・
９
９
・
４
０
６
９

東海指月会総会
マリオットアソシアホテル（名古屋市）

からたち会九州支部総会
ステーションホテル小倉（北九州市）

　

27
人
出
席
。
佐
々
木
紀
生
会
長
（
34
年
卒
）
が
「
今
年
２
２
０

通
の
案
内
を
出
し
て
27
人
の
出
席
、
昨
年
よ
り
増
え
た
」
と
あ
い

さ
つ
。
か
ら
た
ち
会
本
部
の
金
子
博
巳
副
会
長
（
46
年
卒
）
が

「
工
業
高
校
と
商
業
高
校

の
統
合
は
来
年
、
校
舎
は

工
業
を
使
う
、
野
球
部
は

来
年
夏
の
大
会
ま
で
は

別
々
で
出
場
す
る
、
同
窓

会
の
統
合
の
話
し
合
い

は
こ
れ
か
ら
」
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
事
務
局

は
内
田
龍
夫
（
48
年
卒
）

０
９
２
・
４
１
２
・
３
７
４

２

７月 10 日

７月９日

７月 23 日

７月９日 ７月３日

会
長
（
36
年
卒
）
が
「
広
島
指
月
会
は
今
年
で
10
周

年
。
こ
れ
ま
で
毎
年
９
月
土
曜
日
の
開
催
で
し
た

が
、
７
月
と
し
た
。
昨
年
よ
り
15
人
増
え
た
。
記
念

誌
（
会
報
）
を
会
員
全
員
に
配
布
し
た
。
内
容
は
歴

代
の
会
長
・
出
席
者
の
励
ま
し
の
言
葉
な
ど
」
と
あ

い
さ
つ
。
映
像
を
使
っ
た
萩
高
校
の
近
況
報
告
も
あ

り
ま
し
た
。
事
務
局
は
北
束
（
大
野
）
由
美
（
49
年
卒
）

０
８
２
・
８
８
４
・
０
１
３
６

広島支部総会
たちばな会からたち会
ホテルセンチュリー 21 広島（広島市）

九州支部の名物会員　長江元支部長

平和楼（福岡市）

募
集
中

小学・中学・高校のクラス会等の情報をお寄せ下さい。
出席者にネットワーク紙最新号を進呈します。
萩ネットワーク協会事務局

（０８３８・２５・３１７８）へ
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８
月
８
日
、
こ
の
日
の

開
催
が
恒
例
と
な
っ
た

第
56
回
萩
高
同
窓
会
総
会
、

通
称
八
・
八
会
が
萩
高
体

育
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

約
５
５
０
人
が
出
席
。

今
年
は
体
育
館
を
、
萩
で

　

約
80
人
出
席
。
総
会

で
は
、
廣
澤
洋
子
会
長

が
、「
３
月
に
同
窓
会

主
催
で
サ
イ
パ
ン
へ
旅

行
に
行
き
、
広
が
り
を

持
っ
た
同
窓
会
に
し
た

い
と
感
じ
た
」
と
挨
拶
。

　
「
ア
ロ
ハ
」
を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
た
懇
親
会

萩高校同窓会
萩高校体育館（萩市）

新
た
に
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
「
竹
」
で
飾
る
趣
向
で
、
来
場
し
た
参

加
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
今
年
３
月
に
合
併
に
よ

り
萩
市
と
な
っ
た
、
旧
福
栄
村
紫
福
の
大

萩光塩学院同窓会
萩光塩学院体育館（萩市）

で
は
、
出
席
者
が
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
や
ハ

イ
ビ
ス
カ
ス
を
着
用
。
ま
た
、
萩
市
を

中
心
に
活
動
を
続
け
る
ハ
ワ
イ
ア
ン

バ
ン
ド
「
ア
ロ
ハ
エ
コ
ー
ズ
」
の
演
奏
、

ミ
ニ
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
、
福
引
き
等
が

行
わ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

事
務
局
は
０
８
３
８
・
２
２
・
０
７
８
２

８月８日８月 10 日 板
山
た
た
ら
太
鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏
や
抽
選
会
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
途

中
で
は
萩
出
身
の
俳
優
、
松
本
実
さ
ん
の
飛
び
入
り
が
あ
り
、
現
在
公
開
中
の
出

演
映
画
「
逆
境
ナ
イ
ン
」
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
例
年
に
な
い
盛
り
上
が
り
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。（
引
受
期　

42
期
事
務
局　

山
本
一
也
）

  

阿
武
町
町
制
施
行
50
周
年
式
典
を

７
月
17
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
・
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

  

昭
和
30
年
に
旧
奈
古
町
、
福
賀
村
、

宇
田
郷
村
が
合
併
、
阿
武
町
が
誕
生

し
50
周
年
を
迎
え
た
こ
と
に
対
し
、

今
後
の
阿
武
町
半
世
紀
の
第
一
歩

を
、
力
強
く
踏
み
出
す
契
機
と
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
、

町
民
、
団
体
長
ら
約
２
０
０
人
が
出

席
し
、
阿
武
町
誕
生
50
周
年
を
祝
い

ま
し
た
。

■
16
人
と
５
団
体
を
表
彰

　

式
典
で
は
、
中
村
秀
明
町
長
（
52

歳
）
が
「
今
後
も
町
民
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
、
未
来
に
広
が
る
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
基
本
に
、
夢
と
笑
顔
あ

保
育
園
児
が
太
鼓
で
お
祝
い

町
制
施
行
50
周
年

阿　
武　
町

め
ー
る
ぼ
っ
く
す

◯
田
村
清
介（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

　

２
年
前
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
が
、

懸
命
の
リ
ハ
ビ
リ
で
長
嶋
監
督
く
ら

い
ま
で
回
復
で
き
た
。
帰
萩
で
き
る

く
ら
い
に
な
り
た
い
。

◯
吉
松
平
次
（
山
口
市
）

　

む
つ
み
村
の
出
身
で
す
。
現
在
萩

市
と
な
り
ま
し
た
。
山
口
市
に
住
ん

で
い
て
も
休
み
の
日
に
は
実
家
に
帰

り
、
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
の
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

◯
林
賢
治
（
埼
玉
県
川
越
市
）

　

夏
の
代
名
詞
、
高
校
野
球
の
予
選

が
始
ま
り
ま
す
が
、
萩
高
野
球
部
Ｏ

Ｂ
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
。

竹
中
と
同
期
で
あ
り
、
彼
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
解
説
で
出
て
い
る
の
を
懐
か
し
く

見
て
お
り
ま
す
。
萩
国
際
大
学
の
件

も
全
国
的
に
報
道
さ
れ
、
心
配
し
て

お
り
ま
す
。
５
月
に
萩
に
帰
っ
た
と

き
の
感
想
を
歌
に
詠
み
ま
し
た
。

土
塀
越
し　

だ
い
だ
い
の
花
香
る
町

　
　
　
　
　

親
族
集
う　

命
日
の
朝

◯
原
律
子
（
神
奈
川
県
二
宮
町
）　

　

以
前
「
男
な
ら
」
の
歌
詞
を
教
え

て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
が
で
き
た
の
で
一
冊
送
ら
せ
て
頂

き
ま
す
。（
本
と
は
、「
平
和
へ
の
願

い　

母
さ
ん
か
ら
の
贈
り
物　

萩
思

い
出
さ
が
し
の
旅　
『
椿
と
み
か
ん

の
花
咲
く
町
』　

萩
市
と
二
宮
町
と
」

の
こ
と
で
、
原
さ
ん
が
編
集
・
発
行

さ
れ
ま
し
た
。）

会
員
か
ら
の
お
便
り

め
ー
る
ぼ
っ
く
す

ふ
れ
る
『
豊
か
で
住
み
よ
い
文
化
の

町
』
の
実
現
に
努
力
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
つ
づ
い
て
、
町
の
発
展
に

貢
献
の
あ
っ
た
個
人
16
人
と
５
団
体

の
功
績
を
た
た
え
、
表
彰
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

■
手
作
り
で
和
や
か
な
式
典

  

引
き
続
き
同
ホ
ー
ル
で
は
、
記
念

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
50
周

年
記
念
誌
付
録
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
や
、

保
育
園
児
の
太
鼓
演
奏
、
地
元
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
合
唱
披
露
の

ほ
か
、
歴
代
広
報
担
当
者
が
写
し
た

懐
か
し
の
写
真
の
展
示
な
ど
、
式
典

は
手
作
り
で
和
や
か
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
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植
樹
は
、
藤
田
観
光
創
立
50
周
年

を
記
念
し
た
庭
園
改
修
に
伴
い
企
画
。

５
月
29
日
、
野
村
萩
市
長
や
ゆ
か
り

の
人
た
ち
が
、「
萩
小
町
」
な
ど
10

種
類
の
ツ
バ
キ
の
苗
木
を
植
樹
し
ま

し
た
。
式
に
は
、
山
県
有
朋
の
ひ
孫

の
妻
で
山
県
有
朋
記
念
館
館
長
の
山

県
睦
子
さ
ん
（
81
歳
）、
藤
田
伝
三

郎
の
ひ
孫
で
藤
田
美
術
館
館
長
の
藤

田
周
子
さ
ん
（
63
歳
）
ら
も
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
植
樹
し
た
ツ
バ
キ
は
、
山

県
有
朋
が
造
っ
た
山
県
三
名
園
、

無む
り
ん
あ
ん

鄰
庵
庭
園
（
京
都
市
）
や
古こ

き

あ

ん

稀
庵

庭
園
（
小
田
原
市
）」
に
も
、
植
栽

さ
れ
ま
す
。

◆
椿
山
荘

　

明
治
大
正
期
の
軍
人
・
政
治
家
と

し
て
元
老
の
筆
頭
格
に
ま
で
上
り
詰

め
た
山
県
有
朋
が
、
明
治
11
年
に
私

財
を
投
じ
て
購
入
し
た
約
２
万
坪
の

土
地
。
そ
こ
は
、
古
く
南
北
朝
の
時

代
か
ら
椿
の
自
生
す
る
「
つ
ば
き
や

ま
」
と
し
て
知
ら
れ
る
景
勝
地
で
し

た
。
江
戸
初
期
に
松
尾
芭
蕉
が
好
ん

で
４
年
間
住
ん
で
い
た
こ
と
や
、
安

藤
広
重
が
「
名
所
江
戸
百
景
」
に
描

い
た
こ
と
か
ら
も
そ
の
素
晴
ら
し
さ

が
窺
え
ま
す
。

　
「
つ
ば
き
や
ま
」
に
ち
な
み
、「
椿

山
荘
」
と
名
付
け
た
山
県
は
、
邸
宅

を
構
え
、
自
然
の
起
伏
を
崩
さ
な
い

造
園
を
追
求
。
目
白
台
台
地
の
斜
面

を
活
か
し
、
青
々
と
生
い
茂
る
木
々

の
間
に
、
上
下
二
段
を
滝
で
結
ん
だ

池
や
、
低
地
の
湿
原
な
ど
を
配
し
て

自
然
風
景
を
楽
し
む
林
泉
式
回
遊
庭

園
を
造
り
上
げ
ま
し
た
。

　

大
正
７
年
、
庭
は
藤
田
平
太
郎
に

譲
ら
れ
ま
し
た
が
、
藤
田
は
山
県
の

築
庭
の
美
学
を
後
継
。
藤
田
の
手
に

よ
っ
て
広
島
県
か
ら
移
築
さ
れ
た
室

山
県
有
朋
の
造
園

　

萩
出
身
で
松
下
村
塾
に
学
び
、
内
閣
総
理
大
臣
を
務
め
た
山
県
有
朋
が
造
営
し

た
「
椿ち
ん
ざ
ん
そ
う

山
荘
」（
東
京
都
文
京
区
）
に
、
萩
市
が
市
内
に
自
生
す
る
10
種
類
の
ツ

バ
キ
の
苗
木
を
寄
贈
し
、
植
樹
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
山
県
有
朋
（
１
８
３
８
〜
１
９
２
２
）

　

萩
市
川
島
出
身
。
松
下
村
塾
門
下
生
。

明
治
維
新
後
、
近
代
的
陸
軍
制
度
の
創
設

に
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
。
明
治
22
年
、

同
31
年
に
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
。

植樹する藤田周子さん、山県睦子さん、

町
末
期
の
三
重
塔
を
は
じ
め
と
す
る

文
化
財
の
数
々
が
加
わ
り
、
庭
園
の

魅
力
は
さ
ら
に
高
め
ら
れ
、
現
在
は
、

同
家
ゆ
か
り
の
藤
田
観
光
が
管
理
し
、

結
婚
式
場
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

椿
山
荘
に
萩
の
ツ
バ
キ

野村萩市長ら（左から）

就
任
に
あ
た
っ
て

　

安
倍
一
成
・
前
理
事
長
や
前
理
事

の
「
北
浦
地
区
か
ら
高
等
教
育
機
関

の
灯
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の

熱
い
思
い
を
引
き
継
ぎ
、
再
生
を
成

し
遂
げ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
責

務
。
萩
国
際
大
学
が
北
浦
地
区
に
存

在
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
、
地
元
の

方
々
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

全
力
で
取
り
組
む
。

再
生
計
画
の
柱
で
あ
る
新
学
部
に
つ

い
て

　

社
会
福
祉
系
の
新
学
部
を

２
０
０
７
年
４
月
に
設
け
る
。
定
員

は
１
学
年
２
０
０
人
を
予
定
し
て
い

る
。
来
年
６
月
に
文
部
科
学
省
に
申

請
し
、
11
月
の
認
可
を
目
指
す
。
社

会
福
祉
関
係
で
全
国
的
に
著
名
な
２

人
を
教
授
と
し
て
迎
え
る
用
意
が
あ

る
。 萩

国
際
大
学

経
営
再
建
に
向
け
て
理
事
長
交
代

　

６
月
に
民
事
再
生
法
手
続
き
を
開
始
し
た
萩
国
際
大
学
を
運
営
す
る

学
校
法
人
『
萩
学
園
」
の
理
事
会
が
、
８
月
１
日
に
開
か
れ
、
安
倍
一

成
理
事
長
が
辞
任
し
、
新
理
事
長
に
株
式
会
社
「
寿
」
代
表
取
締
役
の

村
本
章
治
氏
（
56
歳
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
『
寿
」
は
、
同
大
の
再
建
を
支
援
す
る
株
式
会
社
「
塩
見

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」（
広
島
市
）
の
関
連
会
社
で
、
老
人
ホ
ー
ム
を

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

理
事
会
後
に
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
の
村
本
新
理
事
長
の
発
言
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

来
年
度
の
募
集
に
つ
い
て

　

ゴ
ル
フ
文
化
コ
ー
ス
が
あ
る
国
際

学
科
（
定
員
１
４
０
人
）
を
募
集
す

る
。
も
う
一
つ
の
経
営
情
報
学
科
は

募
集
を
停
止
す
る
。
現
在
の
学
部
学

科
は
、
在
籍
す
る
学
生
が
卒
業
す
る

ま
で
存
続
さ
せ
る
。

地
元
に
は
何
を
期
待
し
て
い
る
か

　

心
情
的
な
も
の
、
人
的
な
も
の
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
地
元
の
協

力
が
な
け
れ
ば
、
再
建
は
成
り
立
た

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

▲新理事長に就任した
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７
月
か
ら
全
国
で
上
映
さ
れ
た
映
画

「
逆
境
ナ
イ
ン
」
に
出
演
中
の
俳
優
・

松
本
実
さ
ん
（
31
歳
）
に
、
役
者
を

目
指
し
た
き
っ
か
け
や
今
回
の
映
画

な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

意
外
に
も
、
小
さ
い
頃
は
引
っ
込

み
思
案
で
お
と
な
し
い
子
ど
も
だ
っ

た
と
い
う
松
本
さ
ん
。
転
機
に
な
っ

た
の
は
、
高
校
入
学
時
。
友
達
の
影

響
で
吹
奏
楽
部
に
入
部
し
、
今
で
も

趣
味
と
し
て
楽
し
ん
で
い
る
ド
ラ
ム

と
出
会
っ
た
こ
と
。

　
「
自
分
を
表
現
す
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
知
り
、『
武
器
』
を
得
た
よ
う

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」

　

そ
の
後
、
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
で
見

た
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
に
感
銘
。
感
動
だ

け
で
な
く
、「
笑
い
」
も
表
現
で
き

る
役
者
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。

　

映
画
「
逆
境
ナ
イ
ン
」
で
松
本
さ

ん
は
、
高
校
野
球
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
役

を
演
じ
る
。
野
球
経
験
の
な
か
っ
た

松
本
さ
ん
は
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
買
っ

て
役
作
り
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
今

松本 実さん
（萩高平成４年卒）

萩市出身の俳優

■
映
画
「
逆
境
ナ
イ
ン
」

　

玉
山
鉄
二
主
演
、
羽
住
英
一
郎
監
督
。

型
破
り
で
何
事
に
も
全
力
の
主
人
公
率

映画「逆境ナイン」
　　　　　に出演

回
の
役
は
主
人
公
の
対
戦
校
の
キ
ャ

プ
テ
ン
で
も
あ
り
、
主
人
公
に
対
し

て
「
殺
せ
」
と
言
う
ほ
ど
ラ
イ
バ
ル

心
を
燃
や
す
役
。
そ
の
役
を
、
抑
え

る
こ
と
な
く
、
体
い
っ
ぱ
い
で
表
現

し
て
い
る
。

　
「
逆
境
ナ
イ
ン
は
、
見
る
と
元
気

の
出
る
、
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
映
画
。

出
演
者
全
員
が
ボ
ケ
た
お
し
、
あ
り

得
な
い
だ
ろ
ー
と
言
い
た
く
な
る

シ
ー
ン
満
載
だ
け
ど
、
見
終
わ
っ
た

後
は
さ
わ
や
か
な
感
動
が
得
ら
れ
ま

す
。自
分
も
見
て
泣
き
ま
し
た（
笑
）」

　
「
一
生
役
者
と
し
て
精
進
し
て
い

き
た
い
」
と
ま
っ
す
ぐ
に
話
し
て
く

だ
さ
っ
た
松
本
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、

そ
の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

い
る
野
球
部
員
が
甲
子

園
を
目
指
す

興
奮
と
感
動

の
青
春
エ
ン

タ
テ
イ
ン
メ

ン
ト
映
画
。

萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
に

　
　

映
画
の
看
板
が
設
置

　

北
浦
地
域
に
映
画
館
の
灯
り
を
守

ろ
う
と
、
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
は
、
昨

年
か
ら
Ｎ
Ｐ
O
萩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ

ネ
マ
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
足
１
周
年
を
記
念
し
て
、
７
月
29

日
に
、
１
階
正
面
入
り
口
に
看
板
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

除
幕
式
に
は
、
Ｎ
Ｐ
O
萩
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
シ
ネ
マ
高
雄
一
壽
理
事
長
ら

の
ほ
か
、
映
画
の
宣
伝
で
萩
へ
帰
省

し
て
い
た
松
本
実
さ
ん
も
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
、

30
日
・
31
日
に
は
、
映
画
鑑
賞
先
着

２
０
０
人
に
む
つ
み
地
域
の
冷
や
し

ト
マ
ト
を
配
布
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

設
置
さ
れ
た
看
板
は
、「
ロ
ー
マ

の
休
日
」、「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
」、「
七

人
の
侍
」
で
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る

作
品
と
し
て
選
ば
れ
た
３
作
品
で

す
。
こ
れ
ま
で
、
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ

マ
は
、
場
所
が
わ
か
り
に
く
い
と
言

わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、

看
板
が
で

き
、
わ
か

り
や
す
く
、

よ
り
映
画

館
ら
し
い

装
い
と
な

り
ま
し
た
。

走 幅飛り
び イ

ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝

福
栄
出
身　

白
神
有
美
さ
ん

　

８
月
５
日
、
千
葉
県
で

開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
の
陸
上

女
子
走
り
幅
跳
び
で
、
萩

市
出
身
（
福
井
下
）
で
下

関
商
業
高
校
３
年
の
白

神
有
美
さ
ん
（
18
歳
）
が
、

全
国
優
勝
し
ま
し
た
。

　

福
栄
中
時
代
に
は
、
３
種
競
技

（
４
０
０
ｍ
、
走
り
幅
跳
び
、
砲
丸

投
げ
）
で
全
国
２
位
、
ま
た
１
０
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
も
全
国
４
位
と
、

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
で
素
晴
ら
し
い
成

績
を
残
し
、
下
関
商
業
高
校
陸
上
部

に
進
み
、
実
力
を
つ
け
ま
し
た
。

　

予
選
で
は
５
ｍ
67
㎝
で
９
番
目
の

成
績
で
し
た
が
、
決
勝
で
は
自
己
ベ

ス
ト
の
５
ｍ
96
㎝
を
記
録
し
、
高
校

最
後
の
大
会
で
、
見
事
全
国
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
「
予
選
の
記
録
が
悪
く
、
逆
に
開

き
直
れ
た
。
次
は
６
ｍ
に
届
く
の
が

目
標
」
と
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
す
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

遠
く
へ
ジ
ャ
ン
プ
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
て
）

８月 10 日　二井知事から「メダル栄光賞」贈られる
2005年9月（第65号）11



ク
チ
コ
ミ
で
お
客
様
が
集
ま
る
キ
ャ
ン
プ
場
に

　

現
在
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ー
ク

の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
支
配
人
お

よ
び
、
そ
の
運
営
会
社
「
旭
開
発
」

の
統
括
責
任
者
を
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
を
宿
泊
施
設
と
し
て

捉
え
る
と
、
１
回
目
の
お
客
様
は

「
知
り
合
い
」、２
回
目
は
「
お
友
達
」、

３
回
目
以
降
は
「
親
戚
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ

と
思
い
ま
す
。
毎
年
、
県
内
外
、
遠

く
は
関
西
地
区
か
ら
、
雪
の
降
る
年

末
年
始
の
季
節
に
顔
見
せ
に
来
ら
れ

る
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

雪
の
中
を
無
事
に
来
ら
れ
る
か
な

萩
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ー
ク　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
支
配
人

原
田　

澄
雄
さ
ん
（
54
歳
）

ク
チ
コ
ミ
で
お
客
様
が
集
ま
る
キ
ャ
ン
プ
場
に

（
萩
市
明
木
在
住
）

親
戚
付
き
合
い
の
で
き
る

　
　
　

お
客
様
を
増
や
し
た
い

あ
、
ま
た
無
事
に
お
帰
り
に
な
っ
た

か
な
あ
と
、
い
つ
も
心
配
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
「
親
戚
」

付
き
合
い
と
な
っ
た
お
客
様
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
キ
ャ
ン
プ
場
、
そ
し
て
私
自
身

の
モ
ッ
ト
ー
は
、
自
然
の
中
に
身
を

置
き
、
寛
ぎ
、
憩
い
、
そ
し
て
人
と

人
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

で
す
。

　
「
親
戚
」
付
き
合
い
に
な
っ
た
お

客
様
が
、
そ
の
友
人
を
連
れ
て
来
ら

れ
る
、
そ
の
ご
友
人
の
方
と
も
ま
た

親
戚
付
き
合
い
に
な
っ
て
、
ま
た

そ
の
お
知
り
合
い
が
お
越
し
に
な
る
、

ま
さ
に
ク
チ
コ
ミ
で
自
然
に
お
客
様

が
集
ま
っ
て
く
る
、
そ
ん
な
キ
ャ
ン

プ
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
目
先
の
営
利
目
的
で
、

な
ん
で
も
か
ん
で
も
お
客
様
を
入
れ

る
と
い
っ
た
事
は
し
た
く
あ
り
ま
せ

ん
し
、
実
際
、
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い

よ
う
な
お
客
様
に
は
、
ご
遠
慮
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
集
客
の
た
め
、
キ
ャ
ン
プ
場

の
施
設
に
お
金
を
掛
け
て
、
快
適
性

を
追
求
す
れ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

設
備
に
お
金
を
掛
け
て
も
、
そ
の
効

果
で
お
客
様
が
集
ま
る
の
は
５
年
程

度
、
６
年
目
に
は
ま
た
設
備
投
資
が

必
要
、
と
、
あ
ま
り
い
い
循
環
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
よ
り
も
、
こ
こ
に
従
事
す
る

自
分
を
始
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

お
も
て
な
し
の
気
持
ち
や
、
自
然
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
の
あ
り
方
、
そ
し
て
、
こ

こ
に
集
ま
っ
て
来
ら
れ
る
お
客
様
の

質
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
長
い
目
で
見

た
場
合
、
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
拠
点

に
、
旭
地
域
の
「
村
お
こ
し
」
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
が
持
つ
、
豊
か
な
自
然

目
先
の
営
利
目
的
に
は

　
　
　
　
　
　
　

捉
わ
れ
な
い

都
市
農
村
交
流
に
も

　
　
　
　
　
　

積
極
的
に
参
加

や
産
業
、
そ
し
て
歴
史
的
な
資
源
を
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
体
験
し
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
交
流
人
口
を

増
や
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
に
、
１

泊
２
日
の
萩
焼
体
験
や
、
萩
往
還
の

ミ
ニ
散
策
、
田
植
え
・
稲
刈
り
等
の

農
業
体
験
、
ま
た
収
穫
の
季
節
に
は

「
食
と
音
楽
」
を
楽
し
む
企
画
、
Ｇ

Ｗ
に
は
萩
往
還
ま
つ
り
枝
展
な
ど
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
秋
に
は
、
お
隣
の
川
上

地
域
を
舞
台
に
、
自
転
車
ツ
ー
リ
ン

グ
・
渓
谷
下
り
・
歴
史
散
策
な
ど
を

セ
ッ
ト
し
た
ツ
ア
ー
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
人
々
と
連
携
し
て
、
参
加

さ
れ
る
お
客
様
に
、
こ
の
地
区
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
頂
く
よ
う
、
メ
ン

バ
ー
の
一
員
と
し
て
努
力
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
の

夢
と
し
て
、
自
分
自
身
で
「
農
家
民

泊
」
を
副
業
と
し
て
始
め
て
み
た
い

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

★
萩
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ー
ク

　

緑
豊
か
な
山
の
中
に
広
が
っ
て
い

る
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
ア
ク
テ
ィ

ブ
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
ト
場
。
子
供
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
る
充
実
し
た
ア
ウ

ト
ド
ア
ラ
イ
フ
の
拠
点
。

問
い
合
わ
せ
先

０
８
３
８
・
５
６
・
０
３
９
０

http://w
w

w
5f.biglobe.ne.jp/

~aap-c/

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

昭
和
27
年
、
明
木
生
ま
れ
。
萩
高

校
46
年
卒
。
萩
市
明
木
在
住
。

　

大
阪
商
業
大
学
・
貿
易
学
科
卒
。

昭
和
50
年
・
大
和
物
産
（
輸
入
課
）

入
社
、
昭
和
53
年
、
独
立
し
て
ヤ
ッ

ク
貿
易
（
有
）
を
設
立
。
48
歳
の
時
、

山
口
県
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
従
前
の
取

引
先
で
あ
っ
た
秋
芳
大
理
石
勤
務
を

経
て
、
旭
開
発
に
勤
務
、
統
括
責
任

者
と
し
て
現
在
に
至
る
。

　

都
市
農
山
漁
村
交
流
促
進
機
構
認

定
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
。
趣
味
は
登
山
、
特
技
は

ソ
バ
打
ち
。

▲オートキャンプ場管理棟前で

夢夢追追人人

オートキャンプ場のケビン（上）、
トレーラーハウス（下）
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９
月
17
日
〜
11
月
27
日

10
月
29
日
〜
1
月
22
日

　

萩
城
外
堀
遺
跡
な
ど
か
ら
出
土
し

た
遺
物
が
語
り
か
け
る
萩
城
下
の

人
々
の
暮
ら
し
や
技
術
を
探
る
。

●
萩
再
発
見
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
親
子
で
触
れ
る
昭
和
の
く
ら
し
」

９
月
９
日
ま
で

「
萩
の
天
神
祭
り
︱
唐
樋
御
神
幣
︱
」

９
月
10
日
〜
10
月
31
日

　

金
谷
天
満
宮
（
萩
市
金
谷
）
に
奉

納
さ
れ
る
唐
樋
町
の
「
御
神
幣
」
と

呼
ば
れ
る
華
や
か
な
山
車
を
紹
介
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日　

無
休
（
９
月
８
日
は
、
燻

蒸
の
た
め
臨
時
休
館
）

入
館
料　

大
人
５
０
０
円
、
高
校
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

　

三
輪
華
子
さ
ん（
萩
市
椿
東
在
住
）

に
と
っ
て
３
回
目
と
な
る
個
展
は
、

初
の
海
外
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
蓮
が
モ
チ
ー
フ
。
巨
大

な
荷
葉
、
蓮
の
花
と
蕾
を
象
っ
た
造

形
が
漆
黒
の
床
面
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

葉
は
プ
ラ
チ
ナ
彩
が
施
さ
れ
、
背
後

に
は
ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル
製
の
屏

風
が
置
か
れ
ま
す
。

　
「
泥
沼
の
中
か
ら
生
ま
れ
な
が
ら

天
上
の
清
ら
か
さ
を
有
す
る
蓮
の
花

は
生
命
力
と
再
生
の
象
徴
と
し
て
考

え
ら
れ
ま
す
。
来
場
者
の
心
の
宇
宙

に
蕾
が
開
花
す
る
事
を
願
っ
て
お
り

ま
す
」

と　

き　

９
月
29
日
（
月
）
〜
10
月

８
日
（
日
）

と
こ
ろ　

パ
リ
日
本
文
化
会
館

◆
帰
国
展
（
14
ペ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
博
物
館
だ
よ
り

山
口
県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
だ
よ
り

　

８
月
に
、
今
年
度
の
優
良
木
造
施

設
の
林
野
庁
長
官
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
地
元
産
の
木
材
を
使
用
し
、
周

囲
の
歴
史
的
環
境
に
マ
ッ
チ
し
た
建

築
物
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
博
物
館
は
、
建
物
本
体
は
鉄
筋

　

７
月
20
日
に
入
館
者
が
10
万
人
を

突
破
し
ま
し
た
。

　

10
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
兵
庫

県
の
会
社
員　

佐
藤
幸
久
さ
ん
（
38

歳
）
で
、
新
婚
旅
行
で
前
日
か
ら
萩

を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。　

　

同
館
は
、
月
平
均
で
１
万
１
５
０

０
人
が
来
館
。
当
初
予
想
の
年
間

10
万
人
を
上
回
る
出
足
で
す
。

林
野
庁
長
官
賞
受
賞

入
館
者
10
万
人
を
突
破

●
企
画
展

９
月
４
日
ま
で

９
月
17
日
〜
10
月
16
日

　

新
・
萩
市
に
は
、
国
指
定
の
文
化

財
１
２
７
件
の
ほ
か
、
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
３
件
、
登
録
有

形
文
化
財
８
件
、
歴
史
的
景
観
保
存

地
区
７
件
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
歴
史
・
美

術
・
工
芸
・
考
古
・
民
俗
・
自
然
な

ど
多
様
な
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

大
萩
市
の
文
化
財

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
ン
が
つ
づ
る

吉
田
松
陰
伝

新
萩
市
誕
生
記
念
特
別
展

発
掘
さ
れ
た
城
下
町

出
土
品
が
語
る
江
戸
時
代
の
萩

『
宝
島
』
の
作
者

●
企
画
展

９
月
４
日
ま
で

加
守
田
章
二
展

東
ア
ジ
ア
中
世
海
道

海
商
・
港
・
沈
没
船

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
・
休
日
の

場
合
は
翌
平
日
）

入
館
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
学
生

８
０
０
円

（
☎
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

（
☎
０
８
３
８
・
２
４
・
２
４
０
０
）

萩
焼
作
家　

三
輪
華
子
さ
ん

パ
リ
で
個
展
「
愛あ
い

蓮れ
ん

」

　
　
　
　
　

を
開
催

萩　芸術・文芸の広場

　

12
世
紀
か
ら
16
世
紀
の
東
ア
ジ
ア

の
海
を
舞
台
に
、
中
国
、
高
麗
・
朝

鮮
、
日
本
、
琉
球
な
ど
の
国
・
地
域

や
人
々
が
、
影
響
を
与
え
な
が
ら
育

ん
だ
、
交
流
の
歴
史
と
文
化
の
煌

め
き
を
、
考
古
資
料
、
文
書
、
絵
画
、

民
俗
資
料
な
ど
約
６
０
０
点
を
通
じ

て
描
き
出
す
。

※
９
月
17
日
〜
11
月
27
日
は
企
画
展

の
み
の
展
示
と
な
り
ま
す
。

●
浮
世
絵
展
示

「
歌
川
国
芳
Ⅱ
」　　

９
月
９
日
ま
で

●
東
洋
陶
芸
展
示

「
や
き
も
の
に
象
ら
れ
た
花
た
ち
」　

９
月
４
日
ま
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
す
が
、
軒
先

や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
等
に
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
材
等
を
使
用
し
、
伝
統
的
な

木
造
建
築
の
外
観
に
近
づ
け
る
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

◀
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
。
天
井
か
ら
床
ま
で
す

べ
て
木
材
で
囲
ま
れ
て
い
て
、
落
ち
着

い
た
気
分
に
な
れ
る

▲千手観音立像
　　（南明寺蔵）

▲日元貿易船模型



　

大
屋
窯
の
濱
中
史
朗
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

９
月
16
日
（
金
）
〜
25
日

（
日
）

と
こ
ろ　

島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町

本
町
１
丁
目　

古
橋
酒
造
内　

蔵

（
０
８
５
６
・
７
２
・
３
３
５
５
）

■
た
ち
ば
な
会
長
門
支
部

　

長
門
地
区
の
萩
商
業
高
同
窓
会
。

と　

き　

10
月
１
日
（
土
）
午
後
６

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

長
門
市
東
深
川　

大
正
館

　
　
（
０
８
３
７
・
２
２
・
２
９
３
０
）

■
山
口
指
月
会

　

山
口
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

と　

き　

10
月
18
日
（
火
）
午
後
６

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

山
口
市
湯
田
温
泉　

セ
ン

ト
コ
ア
山
口

（
０
８
３
・
９
２
２
・
０
８
１
１
）

■
「
下
瀬
信
雄
」
写
真
展

︱
天
地
結
界
（
十
年
の
歩
み
）
︱

　

萩
市
在
住
の
写
真
家　

下
瀬
信
雄

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

10
月
15
日
（
土
）
〜
23
日

（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

小
郡
町
文
化
資
料
館

　
　
（
０
８
３
・
９
７
３
・
７
０
７
１
）

■
た
ち
ば
な
会
本
部
総
会

　

萩
商
業
高
の
同
窓
会
本
部
。

と　

き　

10
月
15
日
（
土
）
午
後
６

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

萩
商
業
高
校
体
育
館

■
一
坂
太
郎
歴
史
ト
ー
ク

　
「
萩
と
日
露
戦
争
」

と　

き　

９
月
４
日
（
日
）
午
前
11

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

萩
博
物
館
（
萩
市
堀
内
）

■
山
口
県
川
柳
大
会

　

一
坂
太
郎
特
別
講
演
会
「
松
下
村

塾
の
志
」

と　

き　

９
月
24
日
（
土
）
午
後
０

時
10
分
〜

と
こ
ろ　

萩
市
民
館

■
収
穫
祭
＆
演
奏
会

と　

き　

９
月
24
日
（
土
）
午
後
４

時
〜

と
こ
ろ　

萩
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ー

ク
・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

内　

容　

宿
泊
者
対
象
に
、
オ
カ
リ

ナ
・
三
線
・
石
笛
の
演
奏
を
聴
く
演

奏
会
、
栗
ご
は
ん
・
茸
ご
は
ん
を
楽

し
む
会
の
２
本
立
て
イ
ベ
ン
ト

■
秋
山
香
乃
講
演
会

「
山
田
顕
義　

法
治
国
家
へ
の
歩
み
」

　

現
在
、
山
口
新
聞
に
「
晋
作　

蒼

き
烈
日
」
を
連
載
中
の
女
流
作
家
に

よ
る
講
演
会
で
す
。

と　

き　

11
月
16
日
（
水
）
午
後
７

時
〜

と
こ
ろ　

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

聴
講
料　

５
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

萩
市
生
涯
学
習
課

　
　
（
０
８
３
８
・
２
６
・
５
６
３
６
）

■
俥
宿
天
十
平
の
企
画
展

◎
英
国
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家
具
＆
雑
貨
展

う　
（
０
４
５
・
４
６
５
・
２
１
１
１
）

■
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り　

萩

観
光
物
産
展

　

萩
・
阿
武
地
域
の
特
産
品
な
ど
が

販
売
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

10
月
22
日
（
土
）、
23
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30
分

（
23
日
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

若
林
公
園
内
（
世
田
谷
区

松
陰
神
社
入
口
）

問
い
合
わ
せ　

萩
商
工
会
議
所

　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
３
３
）

■
三
輪
和
彦
の
︱
魔
に
入
る
︱
展

　

萩
焼
作
家　

三
輪
和
彦
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

９
月
14
日
（
水
）
〜
20
日

（
火
）
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

名
古
屋
市
中
村
区　

Ｊ
Ｒ

名
古
屋
タ
カ
シ
マ
ヤ

　
　
（
０
５
２
・
５
６
６
・
１
１
０
１
）

■
新
世
代
展

　

萩
焼
作
家　

船
崎
透
、
今
道
佳
子
、

岩
﨑
真
理
子
、
金
子
司
、
兼
田
知
明
、

松
野
創
平
ら
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

10
月
16
日
（
日
）
〜
23
日

（
日
）

と
こ
ろ　

愛
知
県
江
南
市
高
屋
町
八

幡
１
０
２　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
く
れ
い

（
０
５
８
７
・
５
４
・
０
８
３
９
）

■
濱
中
史
朗
・
佐
竹
卓
也
展
︱
写
真

と
芸
術
の
可
能
性
︱

物
、
夏
み
か
ん
製
品
、
地
ビ
ー
ル
等

が
販
売
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

10
月
７
日
（
金
）、
８
日

（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
８

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

萩
市
商
工
課

　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
８
）

■
萩
陶
芸
家
協
会
選
抜
展

　

萩
市
と
友
好
都
市
で
あ
る
世
田
谷

区
で
、
萩
焼
作
家
12
人
に
よ
り
、
約

50
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

10
月
18
日
（
火
）
〜
23
日

（
日
）
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

世
田
谷
美
術
館

　
　
（
０
３
・
３
４
１
５
・
６
０
１
１
）

問
い
合
わ
せ　

萩
市
商
工
課

　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
８
）

■
三
輪
華
子
展
「
愛
蓮
」　

帰
国
展

　

萩
焼
作
家　

三
輪
華
子
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

10
月
18
日
（
火
）
〜
27
日

（
木
）

と
こ
ろ　

ル　

テ
ア
ト
ル
銀
座
ロ

ビ
ー（
０
３
・
３
５
３
５
・
５
１
５
１
）

■
岡
田
裕
作
陶
展

　

萩
焼
作
家　

岡
田
裕
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

10
月
18
日
（
火
）
〜
24
日

（
月
）
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

横
浜
市
西
区　

横
浜
そ
ご

■
東
京
指
月
会

　

関
東
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

と　

き　

10
月
22
日
（
土
）
午
後
２

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

東
京
都
港
区　

日
本
工
業

倶
楽
部（
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
丸
の
内
北
口
）

■
東
京
須
佐
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
域
同
郷
会
。

と　

き　

11
月
19
日
（
土
）
正
午
〜

と
こ
ろ　

東
京
都
港
区
高
輪
４
︱

10
︱
56　

日
立
金
属　

高
輪
和わ
き
ょ
う
か
ん

彊
館

（
０
３
・
３
４
４
３
・
１
７
１
７
）

■
か
ら
た
ち
会
関
東
支
部
総
会

　

関
東
地
区
の
萩
工
業
高
同
窓
会
。

と　

き　

11
月
５
日
（
土
）（
予
定
）

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

東
京
都
千
代
田
区　

法
曹

会
館（
０
３
・
３
５
８
１
・
２
１
４
６
）

■
三
輪
和
彦
の
︱
魔
に
入
る
︱
展

　

萩
焼
作
家　

三
輪
和
彦
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

９
月
28
日
（
水
）
〜
10
月

４
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

横
浜
市
西
区　

横
浜
タ
カ

シ
マ
ヤ

　
　
（
０
４
５
・
３
１
１
・
５
１
１
１
）

■
姉
妹
都
市
（
萩
市
、
上
田
市
、
足

利
市
、
鎌
倉
市
）
物
産
展

　

萩
市
か
ら
は
、
か
ま
ぼ
こ
、
海
産

関
東
地
区

東
海
地
区

萩
市
関
係

山
口
県
関
係

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

中
国
地
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と　

き　

9
月
22
日
（
木
）
〜
10
月

３
日
（
月
）

◎
オ
ー
ル
ド
キ
リ
ム
展

と　

き　

10
月
15
日
（
土
）
〜
23
日

（
日
）　

問
い
合
わ
せ　

俥
宿
天
十
平

　
　
（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
４
７
４
）

■
喫
茶
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
コ
ン
サ
ー
ト

◎
マ
コ
ト
・
オ
ゾ
ネ
・
ア
ロ
ー
ン　

ア
ッ
ト　

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト　

小
曽
根
真

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

と　

き　

10
月
24
日
（
月
）
午
後
７

時
〜
、
午
後
９
時
〜
（
２
回
）

入
場
料　

７
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

喫
茶
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
５
９
６
）

■
「
幕
末
歴
史
散
歩
（
京
阪
神
篇
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
坂
太
郎
著

　
「
幕
末
歴
史
散
歩　

東
京
篇
」（
04

年
７
月
）
の
姉
妹
篇
。

　

い
ま
も
関
西
に
残
る
幕
末
維
新
の

史
跡
を
訪
ね
る
「
足
で
読
む
歴
史
」。

新
書
判
／
３
６
８
ペ
ー
ジ

定　

価　

９
８
０
円

出　

版　

中
公
新
書

　
■
「
ハ
ル
と
ナ
ツ
〜
届
か
な
か
っ
た

手
紙
〜
」　

　

橋
田
壽
賀
子
作
の
、
放
送
80
周
年

記
念
大
型
ド
ラ
マ
。
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の

移
民
、
戦
争
な
ど
に
翻
弄
さ
れ
た
２

人
の
姉
妹
の
物
語
。

　

11
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
松
本
実
さ

ん
が
、
主
演
の
一
人
、
仲
間
由
紀
恵

の
幼
な
じ
み
役
で
出
演
し
ま
す
。

出　

演　

森
光
子
、
野
際
陽
子
、
米

倉
涼
子
、
仲
間
由
紀
恵
ほ
か

放
映
予
定 　

今
秋　

放
映
局　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
、
Ｂ
Ｓ
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン

　

萩
広
域
地
区
の
果
物
が
一
堂
に
集

ま
る
道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
か
ら
、

「
萩
産
・
季
節
の
果
物
詰
合
せ
」
を

抽
選
で
２
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

申
込
方
法　

官
製
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
な
ど
を
明

記
の
う
え
、
〒
７
５
８
‐
８
５
５
５

萩
市
広
報
課
内 

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
会
事
務
局
宛
。
締
切
は
９
月
30
日
。

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
情
報

出
版
情
報

水
津
徹
也
さ
ん   

（
東
京
都
国
立
市
）

山
本
隆
嗣
さ
ん   

（
東
京
都
杉
並
区
）

岩
崎
孝
洋
さ
ん   

（
東
京
都
杉
並
区
）

三
輪
静
子
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

廣
田
嘉
毅
さ
ん　
　
（
大
阪
府
堺
市
）

松
井
美
知
子
さ
ん（
東
京
都
練
馬
区
）

久
保
田
尚
志
さ
ん（
福
岡
県
福
岡
市
）

山
縣
修
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
津
市
）

櫻
木
祥
作
さ
ん   

（
福
岡
県
福
岡
市
）

堀
美
智
さ
ん   

（
福
岡
県
太
宰
府
市
）

山
中
峰
子
さ
ん   

（
福
岡
県
芦
屋
町
）

山
縣
喜
一
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

廣
瀬
勝
彦
さ
ん   

（
福
岡
県
水
巻
町
）

岩
崎
肇
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

山
本
武
生
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

神
原
司
行
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

田
口
敏
男
さ
ん　
　
（
千
葉
県
柏
市
）

美
原
善
大
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

村
中
光
治
さ
ん　
（
広
島
県
府
中
町
）

木
村
晃
一
さ
ん（
広
島
県
大
崎
上
島
町
）

井
上
修
二
さ
ん　
（
広
島
県
広
島
市
）

久
保
田
英
生
さ
ん　
　
　
（
周
南
市
）

中
村
一
法
さ
ん
（
広
島
県
広
島
市
）

大
竹
貞
子
さ
ん（
広
島
県
東
広
島
市
）

佐
々
木
善
視
さ
ん
（
広
島
県
東
広
島
市
）

田
坂
綾
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

藤
田
吉
夫
さ
ん（
広
島
県
廿
日
市
市
）

梅
地
俊
夫
さ
ん（
広
島
県
廿
日
市
市
）

前
田
敦
子
さ
ん   

（
広
島
県
広
島
市
）

井
上
浩
さ
ん　
（
愛
知
県
尾
張
旭
市
）

加
藤
柳
子
さ
ん　
（
愛
知
県
豊
橋
市
）

皿
井
幸
代
さ
ん　
（
愛
知
県
豊
橋
市
）

新
規
加
入
会
員
ご
紹
介

（
６
月
19
日
〜
８
月
22
日　加

入
者
67
人
）

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ

■
「
萩
の
巨
樹
・
古
木
」

草
野
隆
司
著　
（
樹
木
医
）

　

萩
地
区
に
現
存
す
る
名
木
古
木
を

写
真
と
エ
ッ
セ
イ
で
案
内
。
数
あ
る

名
木
古
木
か
ら
今
回
は
56
種
を
選
定
、

詳
細
な
地
図
付
き
で
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
も
な
っ
て
い
る
。
歴
史
的
な
資

産
だ
け
で
な
く
、
萩
が
自
然
の
宝
庫

で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
一

冊
。　
　
　
　
【
定
価　

５
０
０
円
】

■
「
萩
と
日
露
戦
争
」　

一
坂
太
郎
著（
幕
末
維
新
史
研
究
家
・

　
　
　
　

萩
博
物
館
特
別
学
芸
員
）

　

今
年
は
、
明
治
38
年
の
日
本
海
海

戦
か
ら
１
０
０
年
と
い
う
節
目
。
見

島
や
越
ヶ
浜
・
須
佐
な
ど
に
漂
着
し

た
ロ
シ
ア
兵
を
手
厚
く
看
護
し
た
記

録
や
、
海
戦
当
時
の
萩
の
町
の
様
子

な
ど
、
萩
の
人
々
に
と
っ
て
身
近
で

あ
っ
た
１
０
０
年
前
の
海
戦
を
振
り

返
る
。　
　
　
【
定
価　

５
０
０
円
】

■
お
申
込
先 

中
間
法
人　

萩
も
の
が
た
り

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５
萩
市
江
向

５
１
０
番
地　
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第
７
・
８
巻
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月
発
売

島
本
勝
さ
ん　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

高
木
千
嘉
子
さ
ん
（
愛
知
県
春
日
井
市
）

梶
原
衛
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

大
田
忠
夫
さ
ん　
　
　
　
（
山
口
市
）

柳
瀬
正
廣
さ
ん（
大
阪
府
四
條
畷
市
）

宮
野
洋
子
さ
ん（
千
葉
県
四
街
道
市
）

斉
藤
ま
り
子
さ
ん（
東
京
都
足
立
区
）

和
田
芳
夫
さ
ん　
（
広
島
県
広
島
市
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内
桶
久
子
さ
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（
東
京
都
大
田
区
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飯
田
京
子
さ
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（
東
京
都
調
布
市
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小
川
陽
さ
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茨
城
県
常
陸
大
宮
市
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山
根
ミ
ツ
エ
さ
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（
宇
部
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中
忠
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福
岡
県
苅
田
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田
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福
岡
県
福
岡
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岡
和
夫
さ
ん   

（
福
岡
県
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九
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岡
延
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山
口
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吉
村
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庫
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宝
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㈱
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萩
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精
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岡
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三
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田
政
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島
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本
登
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広
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県
広
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倉
昭
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広
島
県
広
島
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島
根
芳
子
さ
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埼
玉
県
さ
い
た
ま
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木
村
寛
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

港　

武
さ
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（
東
京
都
国
分
寺
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
入
順
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プ
レ
ゼ
ン
ト
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①定期船　たちばな
大島には定期連絡船「たちば
なⅡ」134t で渡る。萩の商港
を出て、笠山を見ながら大島
へ。片道大人 390 円、一日５
往復（冬季は４往復）、所要時
間は 30 分。島民は漁船で行き
来することも多く、その場合は
15 分足らずの近さ。

②大島の全景
萩本土側から見た大島の全景。向かって右側に小さなコブ状の
山（丸山）があるのが特徴。集落は、島の南側（萩本土側）に
位置する港を基点として傾斜地に貼り付くように広がっている。
集落内は坂道と狭い路地で網の目のようにつながっている。

④まき網漁船
萩名物“瀬付きアジ”を中
心に、萩地区最大の漁獲量を
マークする大島のまき網船団。
会社組織による大規模経営で、
乗組員（漁師）の報酬は固定給
制。これが、大島に若い漁師が
定着する最大の要因。

⑤瀬付きアジ水揚げ
対岸の萩漁港魚市場での瀬付きアジの水揚げ風
景。魚市場にまき網の運搬船が入港すると、船
からの煌々とした灯りとともに、にわかに市場
全体が活気付く。まさに大島のまき網は、萩地
区の漁業の中心的存在。

⑥漁師住宅
ＵＩターンで海の仕事を志す漁師を受け入れるた
めの市営住宅が、港の一角に完成。以前より大島
では、Ｕターン者や、他地域から漁師を目指す人
材の受け入れ・定住促進を積極的に行っている。

島巡りの旅、今回は大島。人口約 1,000 人、300 世帯が住む、
萩沖で一番人口が多い島。離島といえば、全国的に過疎の進行が問
題視される中、ここ大島では漁業・農業とも非常に盛んで、若い世
代も島を離れることなく定住する比率が高い。今回は主に、主要産
業である漁業を中心に、島を歩いてみた。　【写真・文　中澤 さかな】その⑤　大島（そのⅠ）

③大島漁港
萩地区ではもちろんのこと、
県内および山陰地区でも有数
の規模を誇る大島漁港。４ヶ
統ある大規模なまき網船団の
大型船を始め、大小様々な漁
船が隙間なくびっしり係留さ
れている。
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